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	1. 序論
	政府が掲げる「Society5.0」に見られるように、誰しもが “社会課題が解決した未来”を夢見ており、サステナブルな社会づくり・事業開発に向け、さまざまな業界・企業として先端技術や新たなビジネスモデルの開発に積極的に取り組んでいる。一方、そのような取り組みの結果として実現する“なりゆきの未来社会”は必ずしも好ましい未来の姿とは限らない。そのわかりやすい例が、デジタル化を追求した結果、“監視社会”になる、というものである。
	政府が掲げる「Society5.0」に見られるように、誰しもが “社会課題が解決した未来”を夢見ており、サステナブルな社会づくり・事業開発に向け、さまざまな業界・企業として先端技術や新たなビジネスモデルの開発に積極的に取り組んでいる。一方、そのような取り組みの結果として実現する“なりゆきの未来社会”は必ずしも好ましい未来の姿とは限らない。そのわかりやすい例が、デジタル化を追求した結果、“監視社会”になる、というものである。
	未来は“予測するもの”ではなく、“意思を持って創っていくもの”である。その点を踏まえ、その未来に起こりうる問題点を見据えて“あるべき社会をデザインし、創る”こと（＝トランジションデザイン）が重要であると考える。今回は、敢えて“地球温暖化が進んでしまった世界”を想定し、そこで高いQoL（Quality of Life 生活の質）を実現する未来社会を考えてみたい。
	長らく環境問題として認知されていた地球規模の気候変動が、昨今急速に世界の最重要課題に挙がっているのは論を待たない。日本でも2020年12月、菅内閣が“2050年の脱炭素社会実現に向けた「グリーン成長戦略」”を発表した。それに伴い、重厚長大型の産業を中心に、民間企業の“脱炭素”、“エネルギートランスフォーメーション”が社会的責任・法制度対応双方の観点で、最重要経営アジェンダに挙がるに至った。
	しかしながら、地球温暖化が本質的に阻止できるかどうかは、必ずしも自明ではない。筆者は地球物理学も気象学も学んだ経験があるが、地球環境システムの複雑さを考慮した時に、数百年スケールで見ると“温暖化は不可逆的変化”ではないか、という懸念を拭い去れない。仮に温暖化が進んでしまった場合に、我々がどう生きて、どのように経済活動を行い、どう助け合って生きていくべきか、という視点に立って真剣に考える必要があると考えている。しかしながら、現在、社会を見渡してもこの点に注目が当たっているとは言えない状況には危機感...
	繰り返すが、脱炭素への取り組みは極めて重要な喫緊の課題である。温暖化を阻止できる可能性がある限り、真剣に取り組むべきである。これを大前提としつつ、今回伝えたいのは、脱炭素と並行し、“温暖化が進んだ環境に適応した社会”、すなわち「ポスト温暖化」社会を見据えた心積もりもしておくべきである、という点である。以降、そのイメージを具体化するために、簡易なシナリオプランニングを通じ、温暖化がさらに進行した未来社会について考察する。
	【図1】地球温暖化に向けて備えておくべき2つのこと

	2. 本論
	(1) 温暖化進行が止まらない可能性を想定したシナリオプランニングの考え方
	前述のように、今後数百年スケールで見ると温暖化は“不可逆的変化”である可能性がある。温室効果ガス世界資料センターが定点観測するデータによると、直近30年の平均二酸化炭素濃度はコンスタントに上昇している。1997年の京都議定書以降、目立った改善の兆しは見られない。新型コロナウイルスパンデミックの影響による経済活動停滞に伴い排出量減少が期待された2020年ですら濃度に改善が見られなかった。さらに、「IPCC第5次評価報告書」に示されているように、世界平均地上気温に寄与するのは、その時点の二酸化炭素量...
	シナリオプランニングは、戦略策定においてよく活用される未来予測手法であり、不確実性の高い未来を踏まえた経営意思決定のための道具である。オランダのロイヤル・ダッチ・シェルが1960年代後半に石油危機の可能性を織り込んだシナリオプランニングを通じ、石油危機による打撃を最低限に食い止めた事例は有名である。シナリオプランニングは民間企業のみならず、中央官庁が政策策定をする際にも広く活用されている。肝となるのは、“やや極端な未来を想定して気づきを得る”というプロセスにある。そして、“仮に～だったとして”を...
	(2) 「ポスト温暖化」シナリオのドライバー
	シナリオプランニングにおいては、未来に大きな影響を与えうる要因、すなわちドライバーを抽出することが重要である。今回、一般的に認識されている温暖化による“悪影響”をもとに、シナリオプランニングのドライバーを抽出した。その内容を【図2】に示す。
	各研究機関が算出している定量的な影響を見ると、概ね2050～2100年頃に影響が顕在化すると言われている。一見、目に見える変化はすぐにはないように感じられるだろう。しかしながら、実態はそうではない可能性がある。気温上昇、氷融解による海水面上昇自体はシンプルな挙動だが、いわゆる“対流性気象擾乱”は複雑な挙動を示す。“対流性気象擾乱”とは活発な積乱雲による短時間強雨、突風、落雷、ひょうといった激しい気象現象のことで、平均気温上昇に伴う海水面からの水蒸気供給量の増加により、現象の活発化が予測されている...
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